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平成 27年度

富山県男女共同参画社会に
関する意識調査



●●●●
調査目的
調査地域
調査対象
調査期間
回 収 数

県内の男女の男女共同参画社会に関する意識を調査し、男女共同参画関係施策の基礎資料とします。
富山県全域
満20歳以上の男女1,200人
平成27年10月27日～ 11月24日
1,000（回収率83.3％）

調査概要

●●●●調査結果
ⅠⅠ 男女の平等

男女の地位の平等感

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方

家庭での役割分担の状況

ⅡⅡ 結婚・家庭に関する意識

◆家庭生活で

◆職場で

〔出典〕
　県　（H21）：「男女共同参画社会に関する意識調査」（平成21年度）富山県
　全国（H24）：「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成24年度）内閣府
　全国（H26）：「女性の活躍推進に関する世論調査」　（平成26年度）内閣府

全 国 （H26）
 N＝3,037

県 　 （H21）
 N＝1,016

　　　女 性
 N＝512

　　　男 性
 N＝488

県 　 （H27）
 N＝1,000

県 　 （H27）
　　　男 性
　　　女 性
県 　 （H21）
全 国 （H24）

県 　 （H27）
　　　男 性
　　　女 性
県 　 （H21）
全 国 （H24）

県 　 （H27）
　　　男 性
　　　女 性
県 　 （H21）
全 国 （H24）

県 　 （H27）
　　　男 性
　　　女 性
県 　 （H21）
全 国 （H24）

県 　 （H27）
　　　男 性
　　　女 性
県 　 （H21）
全 国 （H24）

県 　 （H27）
　　　男 性
　　　女 性
県 　 （H21）
全 国 （H24）

県 　 （H27）
　　　男 性
　　　女 性
全 国 （H24）

◆学校教育の場で

◆政治の場で

◆法律や制度の上で

◆社会通念･慣習･
　しきたりなどで

◆自治会やNPOなどの
　地域活動の場で

〔参照〕 H2：「男女共同社会に関する意識調査」（富山県）
 H7・H11：「男女協同社会に関する意識調査」（富山県）
 H16：「男女共同参画社会に関する意識調査」（富山県）
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男性の方が優遇されている

◆「反対」（「反対」＋「どちらかといえば反対」）と答えた人の割合の推移 （H2～H27年度）

男性の方が
非常に優遇されている

女性の方が
非常に優遇されている

どちらかといえば
男性の方が優遇されている

どちらかといえば
女性の方が優遇されている平　等 わからない 無回答

女性の方が優遇されている 〔単位：％〕

〔単位：％〕

賛　成

賛　成 反　対どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 わからない 無回答

反　対 〔単位：％〕

〔単位：％〕

夫
妻
夫婦（同じ程度）
父親（自分または配偶者の）
母親（自分または配偶者の）
その他の人
無回答

外円 ： 県（H27）

内円 ： 県（H21）

県 　 （H27） N＝1,000
　　　男 性 N＝488
　　　女 性 N＝512
県 　 （H21） N＝1,016
全 国 （H24） N＝3,033
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26.5

18.8

7.8
1.9

1.9

0.6

炊事、洗濯、
掃除などの家事

育　児
（乳幼児の世話）

お年寄りの
介護
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調査目的
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調査期間
回 収 数

県内の男女の男女共同参画社会に関する意識を調査し、男女共同参画関係施策の基礎資料とします。
富山県全域
満20歳以上の男女1,200人
平成27年10月27日～ 11月24日
1,000（回収率83.3％）

調査概要

●●●●調査結果
ⅠⅠ 男女の平等

男女の地位の平等感

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方

家庭での役割分担の状況

ⅡⅡ 結婚・家庭に関する意識

◆家庭生活で

◆職場で

〔出典〕
　県　（H21）：「男女共同参画社会に関する意識調査」（平成21年度）富山県
　全国（H24）：「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成24年度）内閣府
　全国（H26）：「女性の活躍推進に関する世論調査」　（平成26年度）内閣府

全 国 （H26）
 N＝3,037

県 　 （H21）
 N＝1,016

　　　女 性
 N＝512

　　　男 性
 N＝488

県 　 （H27）
 N＝1,000

県 　 （H27）
　　　男 性
　　　女 性
県 　 （H21）
全 国 （H24）

県 　 （H27）
　　　男 性
　　　女 性
県 　 （H21）
全 国 （H24）

県 　 （H27）
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全 国 （H24）

県 　 （H27）
　　　男 性
　　　女 性
県 　 （H21）
全 国 （H24）

県 　 （H27）
　　　男 性
　　　女 性
全 国 （H24）

◆学校教育の場で

◆政治の場で

◆法律や制度の上で

◆社会通念･慣習･
　しきたりなどで

◆自治会やNPOなどの
　地域活動の場で

〔参照〕 H2：「男女共同社会に関する意識調査」（富山県）
 H7・H11：「男女協同社会に関する意識調査」（富山県）
 H16：「男女共同参画社会に関する意識調査」（富山県）
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理想と実際の子どもの数

女性の理想と実際の就業形態

女性の管理的部門等への登用が少ない理由

昇進に対するイメージ

女性が長く働き続けるのを困難にさせていること

実際の子どもの数が理想より少ない理由

ⅢⅢ 子ども・教育

ⅣⅣ 就　業

望ましい働き方 実際の働き方

0 10 20 30 40 100100 40 30 20 10 0

無 回 答

わからない

そ の 他

子どもができたら職業をやめ、
大きくなったら再び職業を持つ（持った）

子どもができても、
ずっと職業を続ける（続けた）

子どもができるまでは、
職業を持つ（持った）

結婚するまで職業を持つ（持った）

ずっと職業を持たない（持たなかった）

無 回 答

わからない

そ の 他

女性は勤続年数が短いから

女性は必要な知識や判断力が十分でないから

家族の理解や協力が得られないから

女性の職域は、主として補助的業務などに限られているから

女性自身が管理的部門等につくことに消極的だから

登用する側に男性優先の意識や女性管理職に対する不安感があるから

男性中心の職場慣行があるから

無 回 答

わからない

特 に な い

そ の 他

仕事と家庭の両立が困難になる

やっかみが出て足を引っ張られる

責任が重くなる

やるべき仕事が増える

自分自身で決められる事柄が多くなる

家族から評価される

能力が認められた結果である

賃金が上がる

やりがいのある仕事ができる

無 回 答

わからない

障害、困難になるものはない

そ の 他

職場でのセクシャルハラスメントやマタニティハラスメント

女性はすぐやめる、労働力が劣るという考え方

昇進、教育訓練などでの男女の不公平な扱い

長く働き続けられるような職場の条件・制度が不十分

職場での結婚・出産退職の慣行

仕事の内容にやりがいがないこと

自分の健康

家族の理解や協力が得られないこと

夫の転勤

家　　事

子どもの教育

お年寄りや病人の世話

出産・育児

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 100

0 20 40 60 80 100

わからない
そ の 他

配偶者が望まないから
住居が狭いから

配偶者の家事・育児への協力が得られないから
子どもがのびのび育つ社会環境ではないから

子育て以外にも時間を使いたいことがあるから
育児・子育てに自信がないから

育児・子育てをしながらキャリア形成できる仕組みがないから
復職や再就職ができる就業環境や雰囲気がないから

健康上の理由から
出産の心理的、肉体的不安があるから

欲しいけれどもできないから
経済的負担が増えるのは大変だから

〔単位：％〕

〔単位：％〕

〔単位：％〕

１人
２人
３人以上
０人
わからない
無回答

外円 ： 実際

内円 ： 理想

県（H27） N＝1,000
県（H21） N＝1,016

〔単位：％〕

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

〔単位：％〕

〔単位：％〕

〔単位：％〕

（MA）

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

（MA）

県（H27） N＝454
男性 N＝208
女性 N＝246

（MA）

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

（MA）
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4.4
4.9

44.8
35.0

38.3
43.8

1.8
4.0

6.8
6.9

1.8
2.3

1.1
1.7

6.3
7.9

8.6
7.2

37.6
36.6

28.8
31.3

3.8
4.0

6.3
5.9

7.5
5.4

46.1
45.9

39.3
43.4

24.0
24.0

19.1
12.7

12.3
21.3

7.4
9.0

10.2
7.0

3.1
2.7

10.2
9.6

2.9
2.5
3.3

9.9

2.9

8.6

8.2

16.9

15.8

24.0

41.4

46.0

28.7
40.0

34.5

78.9
77.3

78.1

33.6
57.2

45.7

24.6
24.6

24.6

37.9
38.3

38.1

21.7
28.5
25.2

22.1
35.4
28.9

10.0
27.0

18.7

5.9
11.3
8.7

29.9
21.3

25.5

42.0
44.3

43.2

14.8
16.0

15.4

14.3
16.4

15.4

11.7
18.6
15.2

1.8
1.2

1.5

1.0
0.8

0.9

5.9
3.5

4.7

2.0
2.7

2.4

42.2
42.8

42.5

52.3
61.7

57.1

9.2
7.0

8.1

30.5
19.9

25.1

38.3
40.8

39.6

71.9
70.1

71.0

2.9
10.5

6.8

18.9
49.0

34.3

1.4
1.0

1.2

2.3
1.4

1.8

4.3
4.3

4.3

1.8
2.7

2.3

3 4

N＝1,000 N＝1,016

実 際

理 想

実 際

理 想

50.4
51.9

49.2

19.4
17.8
20.7

13.7
7.7

18.7

12.6
9.6

15.0

11.7
5.3

17.1

10.8
8.2

13.0

9.9
6.7

12.6

9.9
6.7

12.6

9.7
6.7

12.2

8.4
3.4

12.6

7.0
8.7

5.7

4.4
5.3

3.7

11.5
8.2

14.2

11.5
17.3

6.5



理想と実際の子どもの数

女性の理想と実際の就業形態

女性の管理的部門等への登用が少ない理由

昇進に対するイメージ

女性が長く働き続けるのを困難にさせていること

実際の子どもの数が理想より少ない理由

ⅢⅢ 子ども・教育

ⅣⅣ 就　業

望ましい働き方 実際の働き方

0 10 20 30 40 100100 40 30 20 10 0

無 回 答

わからない

そ の 他

子どもができたら職業をやめ、
大きくなったら再び職業を持つ（持った）

子どもができても、
ずっと職業を続ける（続けた）

子どもができるまでは、
職業を持つ（持った）

結婚するまで職業を持つ（持った）

ずっと職業を持たない（持たなかった）

無 回 答

わからない

そ の 他

女性は勤続年数が短いから

女性は必要な知識や判断力が十分でないから

家族の理解や協力が得られないから

女性の職域は、主として補助的業務などに限られているから

女性自身が管理的部門等につくことに消極的だから

登用する側に男性優先の意識や女性管理職に対する不安感があるから

男性中心の職場慣行があるから

無 回 答

わからない

特 に な い

そ の 他

仕事と家庭の両立が困難になる

やっかみが出て足を引っ張られる

責任が重くなる

やるべき仕事が増える

自分自身で決められる事柄が多くなる

家族から評価される

能力が認められた結果である

賃金が上がる

やりがいのある仕事ができる

無 回 答

わからない

障害、困難になるものはない

そ の 他

職場でのセクシャルハラスメントやマタニティハラスメント

女性はすぐやめる、労働力が劣るという考え方

昇進、教育訓練などでの男女の不公平な扱い

長く働き続けられるような職場の条件・制度が不十分

職場での結婚・出産退職の慣行

仕事の内容にやりがいがないこと

自分の健康

家族の理解や協力が得られないこと

夫の転勤

家　　事

子どもの教育

お年寄りや病人の世話

出産・育児

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 100

0 20 40 60 80 100

わからない
そ の 他

配偶者が望まないから
住居が狭いから

配偶者の家事・育児への協力が得られないから
子どもがのびのび育つ社会環境ではないから

子育て以外にも時間を使いたいことがあるから
育児・子育てに自信がないから

育児・子育てをしながらキャリア形成できる仕組みがないから
復職や再就職ができる就業環境や雰囲気がないから

健康上の理由から
出産の心理的、肉体的不安があるから

欲しいけれどもできないから
経済的負担が増えるのは大変だから

〔単位：％〕

〔単位：％〕

〔単位：％〕

１人
２人
３人以上
０人
わからない
無回答

外円 ： 実際

内円 ： 理想

県（H27） N＝1,000
県（H21） N＝1,016

〔単位：％〕

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

〔単位：％〕

〔単位：％〕

〔単位：％〕

（MA）

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

（MA）

県（H27） N＝454
男性 N＝208
女性 N＝246

（MA）

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

（MA）

H27年度 H21年度

12.3 12.7

48.4

17.8

5.5

6.5

9.1

6.6 1.8

39.5

44.8

0.6
6.82.2

49.3

35.2

1.1
9.3

2.9

48.614.9

9.5

8.9

5.8

0.7
0.7

1.4
2.4

4.4
4.9

44.8
35.0

38.3
43.8

1.8
4.0

6.8
6.9

1.8
2.3

1.1
1.7

6.3
7.9

8.6
7.2

37.6
36.6

28.8
31.3

3.8
4.0

6.3
5.9

7.5
5.4

46.1
45.9

39.3
43.4

24.0
24.0

19.1
12.7

12.3
21.3

7.4
9.0

10.2
7.0

3.1
2.7

10.2
9.6

2.9
2.5
3.3

9.9

2.9

8.6

8.2

16.9

15.8

24.0

41.4

46.0

28.7
40.0

34.5

78.9
77.3

78.1

33.6
57.2

45.7

24.6
24.6

24.6

37.9
38.3

38.1

21.7
28.5
25.2

22.1
35.4
28.9

10.0
27.0

18.7

5.9
11.3
8.7

29.9
21.3

25.5

42.0
44.3

43.2

14.8
16.0

15.4

14.3
16.4

15.4

11.7
18.6
15.2

1.8
1.2

1.5

1.0
0.8

0.9

5.9
3.5

4.7

2.0
2.7

2.4

42.2
42.8

42.5

52.3
61.7

57.1

9.2
7.0

8.1

30.5
19.9

25.1

38.3
40.8

39.6

71.9
70.1

71.0

2.9
10.5

6.8

18.9
49.0

34.3

1.4
1.0

1.2

2.3
1.4

1.8

4.3
4.3

4.3

1.8
2.7

2.3

3 4

N＝1,000 N＝1,016

実 際

理 想

実 際

理 想

50.4
51.9

49.2

19.4
17.8
20.7

13.7
7.7

18.7

12.6
9.6

15.0

11.7
5.3

17.1

10.8
8.2

13.0

9.9
6.7

12.6

9.9
6.7

12.6

9.7
6.7

12.2

8.4
3.4

12.6

7.0
8.7

5.7

4.4
5.3

3.7

11.5
8.2

14.2

11.5
17.3

6.5



仕事と生活の調和 （男性の働き方の見直し）

ⅤⅤ 政策方針決定・女性の活躍推進

ⅥⅥ
仕事と生活の優先度（希望と現実）

女性が働き続けるために、家庭・社会・職場において必要なこと

0 20 40 60 100

0 20 40 60 100

0 20 40 60 100 0 20 40 60 100

女性の活躍が進んだ時の社会・組織等の姿

無 回 答
わからない
特 に な い
そ の 他

育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進などへの不利益な取扱いの禁止

短時間勤務制度や在宅勤務制度などの導入

職場における育児・介護との両立支援制度の充実

男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革
働き続けることへの女性自身の意識改革

女性が働き続けることへの周囲の理解・意識改革

男性の家事参加への理解・意識改革

家事・育児支援サービスの充実
介護支援サービスの充実

保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備

無 回 答
わからない
特 に な い
そ の 他

保育・介護などの公的サービスの必要性が増大し、家計負担及び公的負担が増大する

男性のポストが減り、男性が活躍しづらくなる
今より仕事以外のことが優先され、業務に支障を来すことが多くなる

男性の家事・育児などへの参加が増える
労働時間の短縮など働き方の見直しが進む

男女問わず仕事と家庭の両方を優先しやすい社会になる

男女問わず優秀な人材が活躍できるようになる

国際社会から好印象を得ることができる

女性の声が反映されやすくなる

人材・労働力の確保につながり、社会全体に活力を与えることができる

多様な視点が加わることにより、新たな価値や商品・サービスが創造される

女性の活躍を進めるに際しての障害

無 回 答
わからない
特 に な い
そ の 他

保育・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと
保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分ではないこと

企業などにおいては、管理職になると広域異動が増えること

長時間労働の改善が十分ではないこと
上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しないこと

女性自身がリーダーになることを希望しないこと

現時点では、必要な知識や経験などを持つ女性が少ないこと

男性が家事・育児を行うことについてのイメージ

無 回 答

わからない

特 に な い

そ の 他

男性は、家事・育児を行うべきではない

周囲から冷たい目で見られる

妻が家事・育児をしていないと誤解される

家事・育児は女性の方が向いている

仕事と両立させることは、現実として難しい

子どもにいい影響を与える

男性自身も充実感が得られる

家事・育児を行う男性は、時間の使い方が効率的で、仕事もできる

男性も家事・育児を行うことは、当然である

県

現 実

希 望
H27
　N＝1,000

現 実

希 望
H21
　N＝1,016

男　性

現 実

希 望
H27
　N＝488

現 実

希 望
H21
　N＝481

女　性

現 実

希 望
H27
　N＝512

現 実

希 望
H21
　N＝535

〔単位：％〕

〔単位：％〕

〔単位：％〕

〔単位：％〕

「仕事」を優先 「仕事」と「家庭生活」を
ともに優先

「仕事」と
「地域・個人の生活」を

ともに優先

「家庭生活」と
「地域・個人の生活」を

ともに優先

「仕事」と「家庭生活」と
「地域・個人の生活」を

ともに優先
「家庭生活」を優先 「地域・個人の生活」を

優先 わからない 無回答

〔単位：％〕

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

（MA）

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

（MA）

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

（MA）

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

（MA）

5.7 12.3 2.9 27.6 3.9 5.5 20.7 9.1 12.3

30.8 13.2 1.7 17.6 3.9 3.8 5.5 11.8 11.7

4.7 13.2 2.4 23.1 3.1 8.7 21.7 4.2 19.0

22.4 15.8 2.8 17.9 4.3 5.2 6.0 5.8 19.7

7.4 11.3 4.5 26.8 4.7 5.5 19.3 8.2 12.3

39.1 5.9 1.8 16.0 4.9 4.3 6.4 10.0 11.5

7.5 12.5 2.7 22.2 3.5 6.0 20.4 5.2 20.0

29.5 6.2 4.0 16.8 6.2 3.7 7.3 6.0 20.2

4.1 13.3 1.4 28.3 3.1 5.5 22.1 10.0 12.3

22.9 20.1 1.6 19.1 2.9 3.3 4.7 13.5 11.9

2.2 13.8 2.1 23.9 2.6 11.0 22.8 3.4 18.1

16.1 24.5 1.7 18.9 2.6 6.5 4.9 5.6 19.3

71.9
77.0

74.5

33.6
43.4

38.6

36.1
38.5

37.3

41.0
51.0

46.1

42.8
43.0

42.9

23.4
25.4

24.4

33.2
33.2

33.2

44.9
55.1

50.1

34.4
44.1

39.4

18.6
25.4
22.1

2.0
1.4

1.7

0.8
0.6

0.7

5.7
2.5

4.1

1.6
2.1

1.9

53.1

35.5
32.6

48.6
55.7

14.8
7.6

57.0
63.5

33.8
46.9

21.5
27.3

30.7
33.0

6.1
4.9

6.4
4.1

12.9
17.6

2.3
0.8

2.7
2.0

7.8
5.7

1.6
2.1

52.1
52.6

34.0

52.2

11.1

60.3

40.5

24.5

31.9

5.5

5.2

15.3

1.5

2.3

6.7

1.9

30.1

26.4
20.5

29.1
40.0

32.4
37.9

23.2
26.4

37.9
47.7

35.7
46.3

0.8
0.6

4.9
2.3

11.1
10.2

1.6
2.1

30.9
30.5

23.4

34.7

35.2

24.8

42.9

41.1

0.7

3.6

10.6

1.9

51.2

24.4
37.7

22.7
24.0

45.5
65.0

39.1
39.6

19.9
13.7

5.7
12.7

1.4
3.9

0.4
0.6

0.6
1.6

2.7
1.0

5.1
2.7

3.3
2.0

51.6

51.4

31.2

23.4

55.5

39.4

16.7

9.3

2.7

0.5

1.1

1.8

3.9

2.6

5 6



仕事と生活の調和 （男性の働き方の見直し）

ⅤⅤ 政策方針決定・女性の活躍推進

ⅥⅥ
仕事と生活の優先度（希望と現実）

女性が働き続けるために、家庭・社会・職場において必要なこと

0 20 40 60 100

0 20 40 60 100

0 20 40 60 100 0 20 40 60 100

女性の活躍が進んだ時の社会・組織等の姿

無 回 答
わからない
特 に な い
そ の 他

育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進などへの不利益な取扱いの禁止

短時間勤務制度や在宅勤務制度などの導入

職場における育児・介護との両立支援制度の充実

男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革
働き続けることへの女性自身の意識改革

女性が働き続けることへの周囲の理解・意識改革

男性の家事参加への理解・意識改革

家事・育児支援サービスの充実
介護支援サービスの充実

保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備

無 回 答
わからない
特 に な い
そ の 他

保育・介護などの公的サービスの必要性が増大し、家計負担及び公的負担が増大する

男性のポストが減り、男性が活躍しづらくなる
今より仕事以外のことが優先され、業務に支障を来すことが多くなる

男性の家事・育児などへの参加が増える
労働時間の短縮など働き方の見直しが進む

男女問わず仕事と家庭の両方を優先しやすい社会になる

男女問わず優秀な人材が活躍できるようになる

国際社会から好印象を得ることができる

女性の声が反映されやすくなる

人材・労働力の確保につながり、社会全体に活力を与えることができる

多様な視点が加わることにより、新たな価値や商品・サービスが創造される

女性の活躍を進めるに際しての障害

無 回 答
わからない
特 に な い
そ の 他

保育・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと
保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分ではないこと

企業などにおいては、管理職になると広域異動が増えること

長時間労働の改善が十分ではないこと
上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しないこと

女性自身がリーダーになることを希望しないこと

現時点では、必要な知識や経験などを持つ女性が少ないこと

男性が家事・育児を行うことについてのイメージ

無 回 答

わからない

特 に な い

そ の 他

男性は、家事・育児を行うべきではない

周囲から冷たい目で見られる

妻が家事・育児をしていないと誤解される

家事・育児は女性の方が向いている

仕事と両立させることは、現実として難しい

子どもにいい影響を与える

男性自身も充実感が得られる

家事・育児を行う男性は、時間の使い方が効率的で、仕事もできる

男性も家事・育児を行うことは、当然である

県

現 実

希 望
H27
　N＝1,000

現 実

希 望
H21
　N＝1,016

男　性

現 実

希 望
H27
　N＝488

現 実

希 望
H21
　N＝481

女　性

現 実

希 望
H27
　N＝512

現 実

希 望
H21
　N＝535

〔単位：％〕

〔単位：％〕

〔単位：％〕

〔単位：％〕

「仕事」を優先 「仕事」と「家庭生活」を
ともに優先

「仕事」と
「地域・個人の生活」を

ともに優先

「家庭生活」と
「地域・個人の生活」を

ともに優先

「仕事」と「家庭生活」と
「地域・個人の生活」を

ともに優先
「家庭生活」を優先 「地域・個人の生活」を

優先 わからない 無回答

〔単位：％〕

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

（MA）

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

（MA）

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

（MA）

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

（MA）

5.7 12.3 2.9 27.6 3.9 5.5 20.7 9.1 12.3

30.8 13.2 1.7 17.6 3.9 3.8 5.5 11.8 11.7

4.7 13.2 2.4 23.1 3.1 8.7 21.7 4.2 19.0

22.4 15.8 2.8 17.9 4.3 5.2 6.0 5.8 19.7

7.4 11.3 4.5 26.8 4.7 5.5 19.3 8.2 12.3

39.1 5.9 1.8 16.0 4.9 4.3 6.4 10.0 11.5

7.5 12.5 2.7 22.2 3.5 6.0 20.4 5.2 20.0

29.5 6.2 4.0 16.8 6.2 3.7 7.3 6.0 20.2

4.1 13.3 1.4 28.3 3.1 5.5 22.1 10.0 12.3

22.9 20.1 1.6 19.1 2.9 3.3 4.7 13.5 11.9

2.2 13.8 2.1 23.9 2.6 11.0 22.8 3.4 18.1

16.1 24.5 1.7 18.9 2.6 6.5 4.9 5.6 19.3

71.9
77.0

74.5

33.6
43.4

38.6

36.1
38.5

37.3

41.0
51.0

46.1

42.8
43.0

42.9

23.4
25.4

24.4

33.2
33.2

33.2

44.9
55.1

50.1

34.4
44.1

39.4

18.6
25.4
22.1

2.0
1.4

1.7

0.8
0.6

0.7

5.7
2.5

4.1

1.6
2.1

1.9

53.1

35.5
32.6

48.6
55.7

14.8
7.6

57.0
63.5

33.8
46.9

21.5
27.3

30.7
33.0

6.1
4.9

6.4
4.1

12.9
17.6

2.3
0.8

2.7
2.0

7.8
5.7

1.6
2.1

52.1
52.6

34.0

52.2

11.1

60.3

40.5

24.5

31.9

5.5

5.2

15.3

1.5

2.3

6.7

1.9

30.1

26.4
20.5

29.1
40.0

32.4
37.9

23.2
26.4

37.9
47.7

35.7
46.3

0.8
0.6

4.9
2.3

11.1
10.2

1.6
2.1

30.9
30.5

23.4

34.7

35.2

24.8

42.9

41.1

0.7

3.6

10.6

1.9

51.2

24.4
37.7

22.7
24.0

45.5
65.0

39.1
39.6

19.9
13.7

5.7
12.7

1.4
3.9

0.4
0.6

0.6
1.6

2.7
1.0

5.1
2.7

3.3
2.0

51.6

51.4

31.2

23.4

55.5

39.4

16.7

9.3

2.7

0.5

1.1

1.8

3.9

2.6

5 6



ⅦⅦ 防　災

ⅧⅧ 男女共同参画社会

平成27年度 富山県男女共同参画社会に関する意識調査　ダイジェスト版

無 回 答

特 に な い

そ の 他

男女両方の相談員による相談対応

運営の責任者に男女両方がなること

女性トイレ・女性専用スペースへの女性用品の常備

安全で行きやすい場所の男女別トイレ

プライバシーを確保するための間仕切り

授 乳 室

男女別の更衣室

無 回 答

わからない

そ の 他

男女の平等と相互の理解や協力について広報・PRする

子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する

子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する

女性の就労機会確保、女性の職業教育・訓練の機会を充実する

職場における男女の平等な取扱いを周知徹底する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女ともに働き方の見直しを進める

学校教育や社会教育・生涯学習の場で、男女の平等と相互の理解や協力について学習機会を充実する

保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を提供する

民間企業・団体等の管理職に女性の登用が進むよう支援する

国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、政策決定の場に女性を積極的に登用する

法律や制度の面で見直しを行う

0 20 40 60 100

災害が起きたとき、避難所に必要なこと

0 20 40 60 100

男女共同参画社会の実現のために望む施策
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〔単位：％〕

〔単位：％〕

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

（MA）

県（H27） N＝1,000
男性 N＝488
女性 N＝512

（MA）

68.4
72.9

70.7

18.4
16.6

20.1
15.4

16.6
13.7

13.7
12.5

50.4
56.4

14.5
15.4

31.1
27.0

17.8
14.5

6.1
8.2

32.8
42.2

25.2
32.2

5.9
6.1

1.0
1.8

8.6
6.3

2.7
2.0

17.5

17.7

15.1

13.1

53.5

15.0

29.0

16.1

7.2

37.6

28.8

6.0

1.4

7.4

2.3

47.1
51.4

49.3

67.4
76.0

71.8

66.8
71.5

69.2

49.0
66.4

57.9

43.4
46.1

44.8

42.8
49.8

46.4

0.8
0.8

0.8

2.0
0.8

1.4

1.6
1.8

1.7


